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自主防災組織の活性化のためには、中高生をはじめとする、若い力を活用したり、
新たな防災の担い手として育成することが重要です。ふたつの先進的な事例を
ご紹介します。

★小中高校生によるジュニアレスキュー隊の創設（三島市シャルマンコーポ三島防災会）
シャルマンコーポは平成8年完成の12階建て分譲マンションで、232世帯、約700人が入居しています。親が働き盛り

の核家族世帯が多く、小中高校生も災害時の戦力であるため、マンション内居住者にアンケートを兼ねた協力依頼を配布し、

昨年度、「シャルマンコーポ三島　ジュニアレスキュー隊」を創設しました。災害時に備え、担当階を大人と分担し、主に

高層階の担架搬送や、安否確認、災害後の生活用水配送訓練で活躍しています。

町内会忘の声
高層階の安否確認などは、若く体力のある子ともたちが迅速に行ってくれるので頼もしい限りです。
いざというときのため、引き続き訓練を実施していきたいと思います。

ジュニアレスキュー隊による担架搬送訓練のようす　　　　　　水配送訓練（敷地入口から階段までバケツリレー） 上層階への搬送

★r地域防災訓練」で自主防災組織が高校に出向いて訓練

静岡県立富士宮北高等学校（平成26，27年度学校防災推進協力校）

「地域防災訓練には、小中学生に比べ、通学区域の広い高校生の参加が少ないため、高校が実施する防災訓練に自主

防災組織として参加することはできないか」との提案があり、学校と自主防災組織が協力し防災訓練が行われました。

学校担当者は、「平日の昼間、自主防災組織は高齢者中心となります。今日はそのことを想定し、まず、高齢者の方が

可搬ポンプのエンジンをかける姿を高校生に見て欲しかった。その後、自主防の方の指導で高校生が実際に操作すること

により、高校生が防災活動に関わる必要性を実感する一つのきっかけになれば。」と語り、また高校生と自主防災組織のそ

れぞれにとって有効な訓練であったと話しています。



★こどもたちの防災力を高めるために・・・発達段階に応じた防災教育

静岡県立浜松聴覚特別支援学校（平成26，27年度学校防災推進協力校）

「自らの命は自ら守る力」を身につけるため、知識や能力を育てるとともに、自らの障害を踏まえて情報の収集・

発信に必要な力を持てるように、幼稚部・小学部ヰ学部のそれぞれの学年に応じた防災の授業を実践しています。
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防災タックで安全安心の最初のポーズ　「通学安心手帳」（筆談用の余白ページや筆記用のペンが付属しています。）学習発表会での活用方法の説明（小学4年生）

幼稚部では、西部危機管理局の職員を講師に招き、「防災ダック」※に親子で取り組みました。

また、同校PTA交通安全部では、各公共交通機関に発災時の対応を問い合わせ、電車通学中、徒歩通学中、

在宅中に地震が起きたときの身の守り方や対処方法が記載された、「通学安心手帳」を作成し、防災学習や、

家族との話し合いの場で活用されています。
いざというときのためには、障害のある子どもたちが、災害を自分のこととして捉え、家庭と連携し、地域防災

訓練に参カロするなと、普段から地域の方々と交流をしておくことで、お互いの理解を深めることが大切です。
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お問い合わせ■日本損害保険協会　wwwsonpoor．jp／PrOteCtIOn，／bousai／duck．html

＿ご覧 運慶魅恕蛸
岩手県陸前高田市、大槌町

8月19日～22日に掛けて、県内の高校生32人が、岩手県陸前高田市、大槌町を訪れ、復興状況の様子や

ボランティア活動、仮設住宅の訪問を行いました。今回は、兵庫県立舞子高等学校と連携し、同校環境防災科より、

生徒4人の参加があり、20年前の阪神淡路大震災の教訓が兵庫県の高校生にどのように語り継がれているかに
ついても学′ミミことができました。

▲叫　大槌保育園長より、震災当日の様子を

聴講（大槌町）

最終日のクループワークで豪族や友人に

伝えたいこと、今自分にできることを発表

復興状況を話してくれた先生の、「お金や物資ももちろん嬉しいけど、一番嬉しいのはみなさんの気持ちです。わ
たしたちに心をください。」という吉葉が印象に残りました。高校生のできることは限られていますが、「人ひとり

が被災地の方々を思うことも、被災地への復興の手助けだと感じました。

被災地訪問という昌重な経験をした高校生が、同世代のリーダーとなり、将来、地域防災の担い手としての活躍が期待されます。



地震だ、津波だ、すぐ避難＝～少しでも早く、少しでも高く～
3月6日～15日は津波対策推進旬間・津波避難訓練です
静岡県では、東日本大震災が発生した3月11日を含む10日間（今年度は3月6日～3月15日）を津波対策推進旬

間、3月6日を津波避難訓練の統一実施日として、津波避難路の設定・点検や、訓練を通して津波避難の習熟を進
めています。詳しくは…画面醇青森からの避難l画

具体的な実践例：逃げ地図の紹介
※逃げ地図とは：ノ‥

正式には、「避難地形時間地図」といい、国立研究開発法人科学

技術振興機構や千葉大学、明治大学の研究チームが研究を進めて

かノ、的確な避難方法を検討するため、津波からの避難目標地点

までの最短経路を、時間別に色塗りして可視化した地図です。

唱道D GE：D
避難ポイントに　　　　　　　ヒモで長さを測って、避難にかかる
シールを貼って　　　　　　　時間が分かるように道路に色塗り。
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河津町立南小学校の取組
河津町立南小学校では研究チームが事前学習から関わり、地域

住民と共に逃げ地図づくりに取り組みました。児童をはじめ参加者

は、どこへ、より安全に、何分で、どの方向へ逃げることがいいのかや、

自分の地域の災害リスクを住民で話し合うきっかけとなりました。
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詳しくは‥・子とも安全まちづくりパートナーズまで（http〝kodomo－anZenOrg／）

コラム ！鄭重狸撰連動推進要具剣殴艶
谷村彦太郎委員：伊豆市

推進委員会の今年の年間テーマである、「地域防災の主役である自主防災組織

と様々な組織・団体との平時からの連携」について、まずは市役所ご協力のもと、l
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ている例としては、老人ホームと災害時要支援者の避難場所について協定を結ぶ

なと、自主防災組織でもできることから取り組んでいる姿が伺えます。

また、市の社会福祉協議会に「災害ボランティア登録制度」が設けられており、こ

の制度は市民なとの登録者が発災後の活動で、土地勘等のニーズを有効的に活

用出来るよう考えられた制度であり、自主防災組織としても、この制度と地区自

主防災組織との間で何らかの連携が取れないか、現在方法を模索中です。

平成25年度の災害対策基本法の改正により「地区防災計画」が新たに創設

され、今年度自分たちの修善寺ニュータウン地区が内閣府の「地区防災計画モデ

ル地区」に選ばれました。現在、～近所づきあいと災害に強いまちづくり～を目指

して「地区防災計画」を作成中です。今後も伊豆市自主防災会の代表として、ま

た、県推進委員として他地域の参考となれるよう取り組んでいきたいです。

逃げ地図づくりの様子

自主防災会打ち合わせの様子（筆者右から二人自）

地区防災書†画制度とは…

これまで策定されてきた、国レベルの防

災基本計画と、県、市町レベルの地域防災
計画に加え、地域住民が、災害対策を円滑
に進めるため、地域の特性に応じたコミュ
ニティレヘルの防災活動を内容とする計画

（＝地区防災計画）を策定する、地区防災
計画制度が制定されました。

みんなでつくる地区防災計画　匝臥
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予想される南海トラフ巨大地震なとの大規模地震から我が身を守るためには、住宅の耐震

化や家具の固定が必要不可欠ですが、この春、引っ越しなとで新生活を迎える方は、この機

会に、転居先で予想される危険、避難場所などを把握し、家具の固定や配置を考えるなと、

新しい場所でも安心して生活できるようにしましようIl

□地震防災対策、何をすればいいの？
…家庭内対策（自助）チェックリストでできることからはじめよう！

□新しい住まい、課長の配置を考えたい
・・・家庭内DIGを使って危険を予防しよう！

□地震が起きたとき、寮族と連絡を取るためにどうすればいいの？
・・・命のパスポートで、家族の連絡先と避難場所をメモして携帯しておきましょう。

※上記のリー．フレット、資料は各市町、各地域の危機管理局等、地震防災センターで配布しているほか、静岡県危機管理部のホームページで公開しています。

静岡県危機管理部ホームページhttp／／WWWPref・ShFZu。ka」P／bousa・匝申危機管理部　E風、

顎麒蜃琴脚躊琴畏
平成27年度静岡県地域防災活動知事褒賞を、以下の方々が受賞し、

平成27年11月15日（日）に下田市の下田セントラルホテルにおいて

開催した「平成27年度自主防災活動推進大会」で表彰を行いました。

自主防災 組織の部 （7団体） � �（下田市） 
（東伊豆町） 

（松崎町） 

（西伊豆町） 

巳　（静岡市） 

（藤枝市） 

（浜松市） 

自主防災 組織役員の部 （7名） �内田　敬治 � �学校の防災 活動の部 （6校） � 
中田　剛充 � �� 

安藤　仁 �，（熱海市／／上紅葉ガ丘町自主防災会） 

加藤　絃 � 

植松　益雄 �＝（富士市／富士川地区相生町） 
（下田市） 小野　暗 � 
（焼津市） 坂田　英夫 � 

また大会では、西伊豆町大田子自主防災会の事例発表や、静岡地方気象台長が、「気象庁が

発表する情報とその利用方法」について、主に地震・津波の仕組みや、津波警報の発表を、東日

本大震災時を例にとり、動画や時系列で解説しました。そのほか、賀茂医師会長が、「災害時の

医療救護体制と市民トリアージ」について、講演しました。

★知事褒賞受賞団体等の活動内容は、危機管理部ホームページでご紹介しています。

静岡県地域防災活動知事褒賞‾　囲
静岡地方気象台長講演資料より⇒

晴鎚クイズニー．：∴∴∴1．　人一．⊥ム【‖＿＿…
l≡匠】○の中に入る文字をお答えください。

高めよう地域の防災力
～〇〇〇と共に～

前因号の答えは【地震防犯でした。」

記入し、お送りください。

応募締切　平成28年3月17日（木）
当日消印有効

雁麿雷荒レフア米（100g）歴

どこでも美味しいご飯が食べられます。

企画編集静司県地域防災活動推進委員会
発　　行平成28年3月1［］
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